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研究要旨 頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）全脊柱 CTレジストリに登録された後ろ向

き・前向き患者データを合わせて活用し、脊柱靭帯骨化の画像的重症度を再調査

した。OPLL 発生頻度で最も高かったのは、男女とも頚椎は C5、胸椎は T1、腰

椎は L1/2、黄色靭帯骨化は男女ともに上位胸椎で T3/4、下位胸椎は T10/11、腰

椎では L1/2 であった。女性では男性に比べて中位胸椎に OPLL の発生が多く、

男性で胸椎における前縦靭帯骨化の発生頻度が高い傾向にあり、国民に有益な情

報として今後ガイドライン等に寄与するエビデンスが得られた。 

 

Ａ．研究目的 

我々は先行調査で全脊柱に広がる後縦靭

帯骨化症（OPLL）の危険因子は女性・肥

満・頚椎 OPLL であることを発表した。

OPLL 以外の骨化巣も脊髄へ障害を及ぼす

ことが知られており、全脊柱にわたる骨化

巣の局在パターンを理解することは診断的

に極めて重要である。そこで大規模多施設

研究の 2 つの独立したデータベースをもと

に、頚椎 OPLL 患者において骨化巣が脊椎

全体でどのように分布しているかを詳細に

調査した。 

Ｂ．研究方法 

厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班に所属す

る 28 施設より頚椎 OPLL 患者における全

脊柱コンピューター断層撮影（CT）正中矢

状断を収集し、基礎データが評価できる

494 例を対象とした。これは 2011 年から

2014 年までの有症状の OPLL 患者データ

と、2015 年から 2016 年に集積した別の患

者データを合わせたレジストリであり、男

女それぞれ各レベルにおける骨化の頻度を

調査した。読影は 5 名の脊椎脊髄病医が行

った。尚、本研究は富山大学生命倫理セン

ターの承認を受けて施行した。  

Ｃ．研究結果 

椎体・椎間板レベルの OPLL 発生頻度で

最も高かったのは、男女とも頚椎は C5、胸

椎は T1、腰椎は L1/2 であった。前縦靭帯

骨化（OALL）では頚椎は男性で C5/6、女

性で C6/7、胸椎は男女とも T9/10、腰椎は

男女とも L1/2 が好発部位であった。黄色靭

帯骨化は男女ともに上位胸椎で T3/4、下位

胸椎は T10/11、腰椎では L1/2 であった。

骨化分布は男女とも同様の傾向であったが、

女性では男性に比べて中位胸椎に OPLL の

発生が多く、男性で胸椎における OALL の

発生頻度が高い傾向にあった。 
 

Ｄ．考察、 

我々の先行後ろ向き研究のデータの骨化巣

分布を追視することができた。脊髄症を呈



  1 
 

 

する頚椎 OPLL 患者では、頚椎だけではな

く胸腰椎における骨化病変も同時に評価す

る必要がある。 

 

Ｅ．結論 

脊髄症を呈する頚椎 OPLL 患者では、頚椎

だけではなく胸腰椎における骨化病変も同

時に評価する必要がある。 

 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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 なし 
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 なし 


